
 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１～１２日、大宮ソニックシティ小ホールにおいて、「ＪＲ東労組第

４４回定期大会」が行われました。昨年の定期大会以降、全国で４６名の

組織拡大が実現したことを受け、成果や教訓などの集中議論を行いま

した。また、５月７日に提案された「ＪＲ東日本グループのさらなる飛躍

に向けた新たな組織と働き方」をはじめとする

各種諸施策について、総対話等を通じて問題点

や私たちの将来を考えていくことを確認しまし

た。また、「被害者が加害者にされたＪＲ東日本

武蔵小金井駅暴行事件」をはじめとしたハラス

メントを許さずたたかっていくことを確認しまし

た。 

定期大会の中で、組合表彰が行われ、水戸地

本川崎総務部長が受賞しました。２０２０年の組

織分裂以降、水戸地本再建に尽力し、組合員の

ために努力したことが認められました。ＪＲ東労

組水戸地本は、今後も組合員に寄り添い、雇用

と利益を守るため、運動を推し進めていきます。 
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